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1研 究主題 と研究経過

1.主 題設定の趣 旨

今日の科学技術の進歩 と経済の発展 は,情 報化 ・国際化 ・価値観の多様化 ・高齢化など,

社会に大 きな変化をもたらしている。 この変化の激 しい社会の中で,自 由時間の増加や生活

水準の向上などを背景 に,体 育 ・スポーッは健康や体力 の向上のためだけではな く,人 生を

より豊かに充実 させ るための 「生 きがい」や 「文化」の一っとして生活の中に定着 して きて

いる。

学校体育では,生 涯 にわたって運動 やスポーッを計画的 ・継続的に,実 践す る能力や態度

を育てることが求め られている。中で も選択制授業を取 り入れ ることにより,運 動の楽 しさ

を求める自主的 ・主体的な学習の展開が期待されている。

平成5年 度教育研究員保健体育部会は,生 涯体育 ・スポーッの基礎づ くりという観点に立

ち,研 究主題:『 学習意欲 を高め,自 主的に実践す る能力 と態度を培 う学習指導の工夫』に

基づ き,選 択制授業の 「陸上競技」「バ レーボール」を通 して主題 にせまることに した。

2.研 究の方針

研究 は,A班 は 「陸上競技」,B班 は 「バ レーボール」にっいて生徒 の意識 ・実態を調査

し,新 学習指導要領の趣旨をふ まえ,実 証授業を行い,そ の結果を分析 ・考察す る。

(1)A班 「陸上競技」では,生 徒が希望する種 目を選択 し,一 人一人が適切な学習課題を も

ち,安 全に留意 しなが ら協力 して課題 に挑戦 し,達 成 した喜びを味わい,学 習意欲を高め,

自主的 ・計画的に学習に取 り組む ことので きる指導計画を作成 し研究す る。

②B班 「バ レーボール」では,オ リエ ンテーシ ョンを重視 し,ゲ ームの楽 しさにふれなが

ら,学 習資料 ・学習 ノー トを活用す ることにより,チ ームや個人が適切な課題を見いだし,

自主的 ・計画的に学習を進めることがで きる指導計画を作成 し,研 究す る。

3.研 究の課題

4・5・6月

7・8月

9・10月

11・12月

1・2月

先行研究の調査,研究主題の設定,研究計画の確認,研究構造図の作成

実態調査及び集計 ・分析 ・考察,仮説の設定,指導計画 ・内容の検討

指導計画の作成 実証授業,結 果の分析 ・考察

報告書の作成 副資料の作成

報告書の作成,研究発表の準備,研究発表,本研究の反省と整理
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II研 究 の内容

『陸上競技』

1.研 究内容

自主的な運動への取 り組み方及 び,楽 しさや喜 びを味わ う学習の仕方を工夫す ることは,

生徒一人一人 と運動 との結び付 きを大切 にす る考え方であ り,生 涯体育 ・スポーッの基礎を

培 うもとと して,学 校体育における今 日の重要 な課題である。

本年度 の研究主題 は,『 学習意欲を高め,自 主的 に実践する能力 と態度 を培 う学習指導 の

工夫』であ る。A班 では 「陸上競技」を取 り上 げ,領 域内種 目選択を実施 した。そ して,生

徒の自主的な学習活動を促 し,生 徒一人一人の学習意欲 と能力を高めるための 「学習資料 の

工夫」に重点を置 き研究を進めた。

選択制授業や陸上競技 に対する生徒及び教 師の意識 ・実態調査を行 った。そ して,調 査結

果を分析 し,さ らに問題点を検討 し,そ の結果を もとに次の仮説を設定 した。

◎仮説

『生徒一人一人に,自 己の特性 に応 じた学習課題を設定させ,学 習活動 を計画 し実践 させ

ることで,学 習意欲を高め,自 主的に学習できる能力 と態度を培 うことができる。』

そこで,上 記の仮説 を検討す るために,指 導計画を作成 し,実 証授業を行い,そ の結果を

分析 ・考察 した。

2.陸 上競技の特性 とねらい

(1)特 性

ア 陸上競技 は走 ・跳 ・投などの運動 で,速 さ 。高 さ ・距離などを競 い合 う運動である。

イ 自己の記録の向上の喜びや,競 争 の楽 しさを味わ うことができる。

ウ 多様 な種 目があ り自己の能力 ・適性に合わせて選択す ることができる。

工 個人の能力 に合わせた目標を設定 しやすい。

オ 合理的なフォームが直接記録 に結び付 き,適 切な助言などによ り効率的 な動作を身に

付 けることがで きる。
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(2)ね らい

ア 自己の能力,適 性,興 味 ・関心等 に応 じた種目を選び,各 種 目の技能構造や練習方法

を理解 し,課 題に合 った練習を通 してより高い技能を身に付 けるよ うにす る。

イ 学習を通 してルールやマナーを理解 し,公 正な態度を養 う。

ウ 個人の能力に合わせて課題を設定 し,学 習計画 を立案 ・実践す ることにより主体的に

学習す る能力を養 う。

工 用具の準備 ・点検,他 者への観察 ・助言などを通 して協力 し,安 全に学習する能力を

養 う。

オ 自主的な学習を通 して運動 に親 しむ能力 と態度 を身に付け,生 涯体育 ・スポーッの基

礎を養 う。

3.意 識 ・実態調査とその考察

(1)調 査対象 都立高校保健体育科教諭37校95名

都立高校3学 年生徒978名

男子439名 女子539名

② 調査内容

〔生徒〕

・陸上競技のイメージ

・陸上競技 の種 目の経験

・授業形態

・陸上競技の楽 しさ

・陸上競技の取 り組み

・学習課題の立て方

・参考資料の活用

・評価

〔教師〕

・選択制授業の実施状況

・配当時間

・施設,用 具

・陸上競技 のイメージ

・授業形態,グ ループ編成

・学習資料,教 材 の活用

・学習課題 の立て方

・安全 に対す る配慮,工 夫

・評価

(3)調 査時期 平成5年7月

(4)結 果 と考察

ア 陸上競技 は男女 ともほとん どの生徒が経験 してお り,短 ・中 ・長距離走,障 害走,走

り幅跳び,走 り高跳 びなどを70%以 上経験 している。
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致 したイメージをもっている。陸上競

技に対 し,よ り興味 ・関心 をもたせ る

ためには指導方法の工夫 ・改善を行 う

ことが重要である。

ウ 陸上競技の授業で生徒が楽 しいと感

じる時は 「記録が向上 した時」62.6%,

「精一杯や った時」39.5%,「 自分 のイ

メージ通 りできた時」35%を あげてい

イ 「陸上競 技 に どんな イ メー ジを もって い るか」 とい う問 いに対 して,生 徒 は 「苦 しい」

「疲 れ る」 とい うイ メー ジを もって お り(図1),教 師 も 「陸上 競技 を扱 う時 どんな感想

を もって い るか 」 の問 い に対 し,「 生

徒 が関 心 を示 さな い」 と生徒 とほぼ一

●i「どんなイメージ董持っている1pj
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る(図2)。 ま た,「 好 きな種 目を さ らにや りた い」74。6%,「 時間 が もう少 し欲 しい」2

7.3%,「 種 目を 自由 に設 定 したい」is .a%と 感 じて い る生 徒 も多 い(図3)。
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エ 「どの授業形態を望むか」にっいては53%の 生徒が グループでの学習 ・班別学習を望

んでおり,自 主的活動 を希望 している。一方,一 斉学習を望んでいるものが43%い る。

今 までの授業形態が一斉学習が多か ったため,グ ループでの学習 ・班別学習の経験が少
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なく,自 分 たちで自主的に活動できるか不安を もっているか らと考え られるが,学 習を

進めていく上で この不安 は解消できると思われる。

オ 学習 を進めてい く上で 「学習課題をどのよ うに立 てればいいか」の問いに,自 分 たち

で学習課題を決めてい く方が良いと考えている生徒が50%を 越えている。教師側 も助言

を与えなが ら生徒が主体的に決めてい く方が良 いと考えている。このことから,生 徒側 ・

教師側 とも学習課題 の設定では,一 人一人の生徒の特性 を積極的に認 め,興 味 ・関心や

自己の能力 に応 じて,生 徒たちが主体的に課題を設定 し,学 習に取 り組む姿勢が必要で

あると考えており,一 致が見 られた。

力 陸上競技 に対 して,未 経験の種 目に対す る興味 ・関心が多 くの生徒に見 られ る。男子

ではや り投 げ,棒 高跳 び,女 子では リレー,や り投 げに関心が高い。 これ らの要求 をす

べて満たす ことは,施 設 ・設備の他に安全面の問題があ る。 しか し,教 師側の回答か ら

は安全上複数の種 目を同時に展開す ることについて は消極的であるが,事 前指導や用具

の点検などを重要視 している。 したがってこれ らの点 をふまえっっ,生 徒 にもよ り安全

に実践す る能力を培いなが ら,幅 広 い種目の設定 を考え ることが,生 徒の意欲的な学習

にっながると考える。

キ 「評価 は誰に行 って もらいたいか」とい う問いに対 し生徒は 「自己評価」「自己評価,

相互評価を重視 し教師が評価」を望み,全 体の70%近 くを占めている。生徒の 「自己評

価」「相互評価」を十分に活用す ることは,生 徒が主体的な学習を進 め るうえで大 きな

役割 を果たす と考え られ る。

ク 評価内容について,生 徒 は 「記録の伸び」35.7%の 他に 「意欲」58%,「 イメー ジ通

りで きた」26.8%,「 協力 した」28.5%に 重点 を置 くことを望んでお り 「どん な授業 な

ら楽 しいか」の結果 とも一致する。教師側 も上達度の他に意欲 ・協力 ・工夫を重視 して

おり,生 徒が評価 して欲 しい内容 と一致 している。

以上 の結果か ら,生 徒一人一人に陸上競技 の種 目を適切に選 ばせ,十 分時間をかけなが

ら自らが決めた課題 を達成 させることで,意 欲的に学習 に取 り組む能力 と態度が培われる

と考え られる。

4.指 導計画

(1)指 導方針

ア 陸上競技の特性 を理解 させ,記 録が向上 したときの喜びや競争の楽 しさを味わわせる
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よ うに した。

イ 生徒の能力に応 じた課題 を設定 させ,自 主的 ・計画的 に活動できるように した。

ウ 自他の健康 ・安全に留意 し,互 いに協力 して活動できるよ うに した。

② 指導の工夫

指導の工夫 と しては,生 徒の特性を とらえ,一 人一人を伸 ばす学習指導 の工夫に重点 を

置 いて学習を進めた。

ア オ リエ ンテー ションの重視

オリエ ンテー ションを十分に行 い,種 目選択の仕方,学 習計画 の立案,学 習資料の活

用の仕方を理解 させ,安 全 に学習す る態度 を身に付けさせ る。

イ ゆとりのある時間配分

ゆとりのある時間配分を し,生 徒一人一人が特性に応 じて,創 意 ・工夫 ・努力 してい

く過程の中で運動 の特性にふれさせてい く。

ウ 特性に応 じた種 目選択

領域内種 目選択 により,7種 目の中か ら生徒一人一人の能力,運 動経験,興 味,関 心

等によって2種 目を選択 し,生 徒が自主的 ・主体的 な学習活動 を進めてい くことにより,

成就感や達成の喜 びを味わわせる。

工 学習資料等 の活用

学習資料 ・視聴覚教材 ・技能カルテ ・グループノー ト・個人カー ド等を活用 し,学 習

課題の設定,学 習計画の作成,技 能の習得,学 習の評価など,生 徒一人一人が主体的に

学習に取 り組 めるようにす る。

オ 試 しの記録会 ・中間 まとめ ・まとめの競技会の設定

これ らの記録会,競 技会,ま とめの時間を設定す ることによ り,自 己の能力に応 じた

課題の設定,自 己の学習段階 の確認,今 後の学習計画の再検討,個 人の課題の達成状況

等を確かめることに役立て る。

(3)単 元計画

ア 今回は第2学 年 を対象に20時 間を配当 した。

イ 単元計画 は,オ リエンテー ション・ね らい1・ 中間まとめ ・ね らいH・ まとめの指導

計画を作成 した。
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オ リエ ンテ ー ショ ン ・ね らい1・ 中間 ま とめ ・ね らいII.ま とめ の指導計 画

段 時 時
ね らい

生 徒 教 師
評 価

階 間 数 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

選択制授業 ①学習の進め方 ・学習の進め ・学習のねらいと進め方を十分理
オ

リ

第
1

及び領域内種
目選択による

②陸上競技の特性の理解
③学習資料の効果的な活

方が理解でき
たか

解 させ る

工 ● 学習の進め方 用の仕方 ・領域内種 目選択を理解させ,適
ン 2 を理解する ④種目の選択 ・適切な種目 切な種目選択をさせる
テ 時 選択ができ
1 間 2 ⑤器具の設置 ・点検 たか ・安全への配慮のたあ器具 ・用具
シ 目 ⑥練習方法の確認 の設置と点検,練 習方法を理解
3 させる

・学習資料の活用方法を理解させ

る

第 試 しの記録 ①試しの記録会による自 ・目標や計画 ・自己の課題に合った学習計画を
3.4 会により学習 己診断 が適切であ 立てられるよ うに助言する

ね ● 計画を立案す ②班及び個人の目標の設 るか
11.12 2 る 定
時 ③課題の設定 ・十分に話 し

ら
間 ④学習計画の作成 合いが行わ
目 れているか

い 第

5～6
●

個々の課題
に応 じて技能
の向上を図る

⑤学習計画に基づいた種
目別グループの活動

・意欲的,主体的
に活動

できたか

・練習手順を理解 させ,選 んだ種
目に親 しませ る

1

13^-14

時

間

目

2 ⑥基本的な技能の習得
・基本的な技

能が身に付
いたか

・器具 ・用具の管理 と安全に注意

させる

・協力 して安全に活動するように

させる

種 齪IIグルー ①種 目別グループ毎の記 ・適切な意見 ・まとめが適切に行われるように

中 第
7

プでの学習活
動を評価し今

録会
②相互評価

が出されて
いるか

させる

間 o 後の学習を再 ③今後の学習活動の再検 ・記録会で得 られた意見か ら学習

ま

と

め

15
時
間
目

1 検討する 討 と,新 たな課題の発
見

・意見を学習

活動の再検討
や新たな

課題設定に

を再検討 し,今 後の課題を明確
にさせ る

・十分に話 し合わせ,学 習の再検
生か してい 討を し,今 後の活動が安全かつ
るか 円滑に行われるようにさせる

ね

ら

い

H

第8
～9
0

16^-17

醤
2

高まった技
能に応 じて新
しい工夫をす
る

①個々の課題に応じた練
習②
より発展 した技能の習
得

・課題の発見

解決に協力
しているか

・技能の向上

がみ られた
か

・合理的で安全な練習をさせる

・安全確保のため練習方法を点検

させる

第 学習のまと ①種目別 グループ毎の記 ・技能が向上 ・課題の設定や学習計画にっいて

io めとして記録 録会 し,陸 上競 検討 させる

最 1a 1
会 ・競技会を
運営 し,お 互

②自己評価 ・相互評価③種
目別グループでの話

技の楽しさ
に触れたか ・安全かっ円滑な記録会,競 技会

終 時
間

いに評価 し合
う

合いと種 目のまとめ
・記 録 会 ・競

の進行について配慮 させ る

ま 目 技会の企画 ・学習 ノー トをもとに学習の過程

運営に協力 を認識させる
第 ④競技会 できたか

と 19 ⑤学習ノー トの整理,学 ・正 しく自己評価,相 互評価がで

め as 2
習全体の まとめ

⑥感想文 ・アンケー トの

・継続的に運

動を実践す
きるようにさせる

時
間

提出 る意欲,能
力が身 に付

・グループ毎のまとめと評価を行

わせ,次 へのステップとさせ る
目 いたか
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5.指 導事例(実 証授業)

単元名 陸上競技1配 当時IBJ2・ 時間中1時 間則 学年1第2韓 男子4・名好1名

本 時
◎オ リエ ンテー ション1

・選択制授業及び領域内種 目選択の意義,ね らいにっいて正 しく理解す る。
の ・陸上競技の特性 を理解 し,自 主的に,安 全に学習を行 う方法等を理解す る。

ね らい ・自分で学習す る種 目を選択す る。

施
用

設具
学習資料(説 明用プ リン ト,陸 上競技種目別技術解説 ビデオ,グループノー ト)

段
階

時
間

学 習 内 容 学 習 活 動 指導 上 の留 意 点

・集 合 ,挨 拶
・出欠点呼

・選択制授業における ・個人で課題 をもちなが ら, ・意欲的,積 極的に取 り組 むこと

導 陸上競技の授業の進 種目別 グループでの学習を の大切 さを強調 する。

za め方 通 して,自 主的かっ安全に ・積極的,主 体的に活動すること

学習を進めていく授業の進 により,達 成感 ・成就感が得 ら

分 め方 を理解する。 れ生涯にわっって運動 に親 しむ

能力や態度が養えることを理解

入 させ る。

・教師は,生 徒が 自主的に学習を

行えるための指導者であると同

時に積極的な援助者であること

を理解 させる。

20

分

・陸上競技の特性 ・解説 ビデオを見なが ら陸上

競技のそれぞれの種 目の特

性を理解す る。

・ビデオを使用 し,興 味 ・関心 を

引 き出 しなが ら,特 性 を理解さ

せていく。

展
・種 目の選択 ・種 目の特性を考えなが ら, ・前期の1種 目を,ま ず選択 させ

各 自の興味 ・関心 ・特性に る。 グル ープ活動 の しやす い,

あ った種目を選択する。 1種 目4～8名 をめやすにす る。

15
第1希 望を生か し極端 に人数が

偏 った場合は,後 期 にまわすな

開
分 ・学習 グループの確認 ・同 じ種 目を選択 した ものを

ど して調整す る。
・同 じ種目を選択 した者 を,ひ と

グルー プノー トに記 名 し, っの目的(そ の種目の学習)に

班長 ・副班長を決めて,こ 向けて,活 動 してい く集団 とし

れか らの学習 グループを確 ての意識 を高ある。

認 す る。

ま 5 ・次時の説明 ・次時にはグループにおける ・次 の授 業 か らは ,グ ループの活

と 分 学習の進め方を学ぶことを 動が主体 となることを理解 させ

め ・挨 拶 ,解 散 理解す る。 る 。
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単元名 陸上競技 配当時間 12・時間中4時 間目 学年 第2学 年男子40名女子1名

本 時
◎試 しの記録会
・自分 の力を知 る。

の ・自分 の力に応 じた目標記録 とそれを達成す るための学習課題を設定す る。
ね らい ・グループの学習計画を立て る。

学習 資料(グ ループ ノー ト,自 己診断 カー ド),え んぴ っ
施 設 砲丸 や り,円 盤 高跳 びバー,ス タ ン ド,エ バ ーマ ッ ト,ス ターテ ィ ングブロ ック
用 具 ス ト ッ プ ゥ ォ ッ チ,メ ジ ャ ー,ラ イ ン カ ー,防 球 ネ ッ ト

段
階

時
間

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導上 の留意 点

・集 合,挨 拶

導
・出欠点呼

5
・試 しの記録会のね ら ・試 しの記録会を行 うことで ・試 しの記録 会 は,楽 し くルー ル

いと進め方 各 自の力を知 り,そ れに応 なども自分たちで決めて行わせ
じた目標記録と適切な学習 今の力を知 る機会にさせる。

分 課題を設定することを理解 ・今の力に応 じた目標記録 や学習

入 す る。 課題をうまく引き出せるよ うに
・実際に6グ ループに分かれ 指導 ・助言を行 う。
記録会を行 う。

・用具の準備 ・配置図を見て,安 全に留意 ・特に投て き種目は,他 の種 目と

5 して,準 備す る。 の間隔や方向を考えて準備する

分
・準備運動 ・班長の指示によ りグループ

ごとに準備運動を行 う。
よう指導す る。

・種目に応 じた準備運動 を行 うよ

う指導する。

・試 しの記録会 ・種目ごとに記録会を行 う。 ・自分の力を しっか りと理解する

展
25

分 ・用具の後片付け

・自己診断カー ドに記録 を記

入 し,自 己の力を知 る。
・終了 したところか ら後片付

よう指導す る。

けをす る。

・目標記録 と学習課題 ・自分の記録を もとに,今 あ ・個人の目標を明確にする。

の設定 る力で達成可能な目標記録 ・自分の力に応 じた課題 をもっ こ

とそのための学習課題を学 ・との大切 さを理 解 させ る。

習資料 の中か ら見つけ出 し ・学習課題は学習資料を参考に選

開
10 ・学習計画を立てる

自己診断カー ドに記入す る。
・各自の学習課題を もとに グ

ぶよ うに指導する。
・目標を達成するには,し っか り

ループの学習課題を決め, と した見通 しをもち,適 切 な全

分
グループノー トの学習計画
の欄 に記入する。

体計画を立てる必要性 があるこ
とを理解 させる。

以上 を次時までに提出する。 ・毎時間 ごとの計画が整 っている

ときに,学 習活動がより意欲的

かっ自主的に行えることを理解
させ る。

ま ・次時の学習の進 め方 ・次時か らは,各 自の目標記 ・自己の目標 を達成するための学

と
5

録の達成 に向けて,自 主的 ・ 習計画の重要性を認識 させ る。

め
分

・挨 拶 ,解 散

主体的に学習を進めていく
ことを理解す る。

・グループ ノー トの提 出期 限 を守

らせ る。
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6.指 導結果とその考察

仮説 を検証す るために,実 証授業後,実 証授業を受けた生徒を対象にアンケー ト調査を行 っ

た。その結果 と考察を以下に示す。

対象 都立高等学校1校2年41名(男 子40名,女 子1名)

ア 陸上競技 の実証授業 に対 して,「 意欲的にで きた」が31.7%,「 やや意欲的にで きた」 が

34.1%で,65.8%の 者が概 ね意欲的にで きたと答えて いる。 その理 由の上位3項 目は,

「好 きな種 目を選べたか ら」55.6%,「 グループで活動で きたか ら」33.3%「 自分 たちで計

画 して自由に授業時間を使えたか ら」33.3%で あ った。

イ 授業 に対 しての感想 は,「 とて も楽 しか った」が24,4%,「 まあまあ楽 しか った」が63.4

%で87.8%が 楽 しく授業に取 り組めたと している。また,「 あまり楽 しくなか った」が2.

4%で,「 っまらなかった」 と答えた者 はいなか った。楽 しか った理由としては,「 好 きな

種 目が選べたか ら」が52.6%で,最 も多かった。

ウ 授業後の陸上競技のイメージにっいては,実 態調査 と比較 して 「楽 しい」3L7%,「 わ

くわ くす る」19.5%の 項 目で高 い数値 を示 して いる。(実 態調査の数値 は,「 楽 しい」14.5

%,「 わ くわ くする」6.3%)。 一方,「 疲れる」43.9%,「 苦 しい」26.8%の 項 目は逆 に低 い

数値を示 している。(実 態調査の数値 は,「疲れ る」55.1%,「 苦 しい」43.1%)

工 生徒 の選択 した種目(前 期,後 期)は,短 距離走(6名 ,2名),走 り幅跳 び(7名,7

名),円 盤投げ(7名,9名),や り投げ(8名,10名),砲 丸投げ(7名,5名)走 り高

跳 び,(6名,4名),障 害走(0名,4名)で あった。その種目を選んだ理由については,

「楽 しそ うだか ら」が前期48.7%,後 期36。6%で 最 も多か った。

また,授 業後その種目を 「より好 きにな った」が53.7%で,「 きらいになった」 と答え

た者はいなかった。次に,そ の種目をや ってどんな時に楽 しく感 じたか につ いては,「 記

録が伸 びたとき」が57.8%,自 分のイメージ通 りにで きたとき」が19.2%で 多か った。 さ

らに,選 んだ種 目の技能 にっ いては,「 うまくな った」 と感 じている者が83%で あ った。

これ らの結果か ら,好 きな種 目を選ばせ,主 体的な学習活動を促す ことが,楽 しさや,意

欲を引 きだ し,そ れが技能の向上にも結び付 くと考え られる。

オ 学習活動 については,「 課題にあった創意 ・工夫による効果的な練習がで きた」 とす る

者が80.5%,「 みんな と協力 しなが らで きた」 とす る者が87.8%,さ らに 「安全 に配慮 で

きたか」にっいては97.6%が 「で きた」 と答えている。これ らの結果か ら,安 全に配慮 し

なが ら,課 題 に合 った創意 ・工夫による効果的な練習をみんなと協力 して行 うことがで き
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たと考え られる。

力 学習資料にっいては,「 役に立 った」 と感 じている者が87.8%で,役 に立 った資料 の順

位 は1「 種 目別技術解説 ビデオ」,2「 種 目別技術解説書」,3「 技能カルテ」の順であっ

た。学習資料 は,技 能の理解を助 け,目 標やめあてを見付け出す参考になった。

キ 学習 ノー トにっいては,個 人カー ドは 「フィー ドバ ックや次 のステ ップに役立 った」

とするものが78%,グ ループノー トにっいては,「 目標やめあてが明確になる」 と答えた

ものが90.2%で あった。 しか し,「毎時間の記録 は大変である」.・%や,「 グループの ミー

ティングの時間が もてない」85.4%な どの結果か ら,ノ ー トの項 目だけでな く,ミ ーティ

ングや記入の時間 の取 り方を工夫す る必要 があ る。

以上 のことか ら,生 徒一人一人が自己の能力 にあ った適 切 な学習課題 を設定 し,仲 問

と協力 して自主的に学習を行 うことによ り,楽 しく意欲的 に学習 に取 り組 み,技 能 を高

め ることがで きたと考 えられる。

7.ま とめと今後の課題

(1)ま とめ

ア 生徒 の希望を生か して,種 目を選択 させたことが,陸 上競技 の授業 をより楽 しく,主

体的 なものに してい く原動力になった。

イ 試 しの記録会 により,自 己の能力 を把握 させ,そ れを もとに目標記録を設定 し,そ れ

を達成す ることが,生 徒のやる気や意欲を高め る動機付 けになった。

ウ オ リエ ンテーションに十分 な時間を設定 し,選 択制授業 の意義 や学習活動の進め方,

学習資料の活用の仕方,安 全面の配慮にっいて細か く指導 を行 った。さらに,各 種 目の

技能を解説 した自作の ビデオを見せることによって選択制授業への意識を高め,意 欲的

に学習 に取 り組む姿勢 を育成で きた。

工 種 目別 グループ活動の中で,用 具の準備や,お 互いに記録 しビデオを撮 り合う,フ ォー

ムを技能カルテでチェックし合 うなどによって,協 力 して活動す る態度が育成 された。

オ 学習資料を活用 し,各 種目の技能構造を理解させ,段 階的な学習方法を身に付けさせ

ることに配慮 した。その中で,特 に ビデオによる技術解説や,ビ デオによるフォームの

チェックなどの ビデオ機器の活用が,技 能の習得に対す る良 い動機付 けとなり,自 ら進

んで学習す る態度を育成 していった。

力 学習 ノー トは,個 人 カー ドとグループノー トの2種 類を活用 し,毎 時間 グループ全体
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の目標 と個人のめあてを設定 していった。 この ことにより,グ ループ活動を通 した学習

が主体であ りなが ら,絶 えず自己の課題を意識 して学習活動ができた。

キ 個人カー ド・グループノー トともに,毎 時間自己評価を行 い,課 題の達成度 を確認 し

次のステ ップにっなげてい くことができた。また,技 能 カルテを用 いて各自の技能にっ

いて,自 己評価 と相互評価を行い,よ り客観的に技能の向上を確認することがで きた。

これらの ことか ら,仮 説 『生徒一人一人に,自 己の特性 に応 じた適切な学習課題を設

定 させ,学 習活動 を計画 し実践 させ ることで,学 習意欲を高め,自 主的に学習 できる能

力 と態度を培 うことがで きる。』 ことを検証で きた。

(2)今 後の課題

生徒は自主的に協力 して活動す ることはできた。また,自 己及びグループの課題を設定

す る上で,資 料に従い一応段階的なステップを踏むこともで きた。 しか し,個 々の技能向

上のつまずきに対 し,技 能の全体像 を見通 した適切な課題 を設定す ることや,課 題解決の

ための適切な練習方法を工夫す ることが十分にできなかった。これは,生 徒の選択制授業

の経験が浅 いことや学習資料 の工夫が不足 していることもあげ られるが,基 本的にはこの

点が選択制授業における教師の助言 やかかわ り方のポイ ントになるように考え る。本研究

で は学習 ノー トでの教師 とのやり取 りなどがその役割 を担 っていたが,こ れ も十分 コ ミュ

ニケーションの場 とな り得なかったのが実態である。また,学 習資料 を工夫 し与 えて もそ

れを十分活用 しきれていないのが実態であった。これは,グ ループ内で十分 ミーテ ィング

す るだけの時間的なゆ とりがないなど,ミ ーティングの仕方に工夫が必要 なことを示 して

いる。

以上のことか ら,今 後の課題 として学習課題の設定や課題解決のためのグループ内の ミー

テ ィングの仕方 の工夫,教 師のグループや個人 とのかかわ り方 の工夫など,選 択制授業 を

円滑に行 う上で これまでの学習資料や学習 ノー トなどのハー ドの部分の工夫だけでな く,

それを生かす コ ミュニケー ションの仕方 といったソフ トの部分 の研究 ・工夫が必要である

と考える。
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『バ レ ー ボ ー ル 』

1研 究内容

生徒 は,い ろいろな運動を体験 し,楽 しさや充実感 ・満足感を得たときに,運 動 に興味 ・

関心を もっ ことができる。この体験 を積み重ねることによって生徒は得意 とする運動(種 目)

を見付 け出 し,現 在のみな らず生涯にわたって,自 主的 ・主体的 に運動 を実践 していく能力

や態度 を身に付けていくことができる。

本年度は,昨 年度 に引続 き 『学習意欲を高め,自 主的に実践す る能力 と態度を培 う学習指

導の工夫』を主題に,B班 は 「バ レーボール」を通 して生徒が自主的活動を行 っていくため

の学習課題の設定の仕方や,学 習活動の計画や実践の工夫にっいての研究を進め主題にせまっ

てい くことに した。

そのために,バ レーボールの授業 と選択制授業に関す る意識 ・実態調査を実施 し,そ の集

計結果をもとに して以下のような仮説を設定 した。

◎ 仮説

『バ レーボールのゲームを通 じその楽 しさにふれなが ら,個 人やチームの能力 に応 じた学

習課題 を自 ら設定 し,学 習活動を計画 ・実践することによ り,生 徒一人一人の学習意欲を高

め,自 主的に学習できる能力 ・態度を培 うことができる。』

上記仮説を検証するために指導計画を作成 し,実 証授業を行い,結 果を分析 ・考察 した。

2バ レーボールの特性とねらい

(1)特 性

ア ネ ットをはさんでボールを打ち合い,相 手 との攻防の中で得点を競 い合 うところに楽

しさや喜 びを味わ うことがで きる。

イ チームの中で,生 徒一人一人が個々の特性や役割を自覚 して,そ の責任を果た し,お

互 いに協力 し合 うことで,さ らに楽 しさや喜 びを味わ うことができる。

(2)ね らい

ア 個人やチームの能力 ・適性 に応 じた練習を行 うことにより,よ り高 い技能 を身に付け

る。

イ 適切 な練習及びゲームを通 してルールやマナー,審 判法を理解 し,公 正な態度を培 う。

ウ 個人やチームの特性 に応 じた学習課題を設定 し,学 習活動を計画 ・立案 し,自 主的 ・

主体的に学習する能力を高 める。
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3.意 識 実態調査とその考察

(1)調 査対象 都立高校体育科教諭

都立高校3学 年生徒

男子

② 調査内容

〔生徒 〕

・ゲームの楽 しさについて

・グループ分け,授 業形態 にっいて

・学習課題 の設定方法にっいて

・学習ノー トの内容 にっいて

・学習評価 と評価 の観点にっいて

(3)調 査時期 平成5年7月

(4)結 果 と考察

ア

62校

13校

182名

121名

366名

女子184名

〔教師〕

・選択制の授業 につ いて

。学習課題の設定方法にっいて

・学習評価 と評価 の観点につて

年間指導計画の中で,選 択制授業を実施 して いる学校 は調査 した高校の うち65%で あ

り,実 施校の83%で バ レーボールを取 り入れて いる。

イ バ レーボールの授業でゲームを行 っていて楽 しいと感 じるときは,「 ラ リーが続 いた

りゲームが白熱 したとき」79.7%,「 個人技能が向上 したとき」54.9%,「 コ ンビプ レー

ができたとき」50.5%を あげてお り,
⊂国1}聚 しいと9

ゲームの質の高 まりを楽 しさ とと らえ

ている。この ことか ら,ゲ ームの中で

の各 自の役割 ・フォーメーションプレー

を身 に付け,チ ームカの向上 を目指す

ことにより,生 徒の学習意欲 を高 める

ことがで きると考 えられ る。

歌

膿

徹

鰍

織

敬

鍬

鍬

倣

欧
①駄鴨 駈 農饗 デ・　脇

。溺9蝿 と甑 ゆ,轍

ウ グループの決め方にっいては,「 教師が決める」と回答 したの は生 徒,教 師 ともに1

割前後であり,グ ループ編成 にあた っては生徒主体 に行 い,必 要なときには教師がかか

わることが望 ま しいと考え られ る。また,グ ループ編成の基準 にっいて は,「 戦力 に差

が出ないように」が生徒57.9%,教 師43.7%と,と もに最 も多い。 この ことか ら試 しの

ゲーム等を活用 し,自 他 の能力を把握する場面 を設定す ることが必要 と考えられ る。

工 学習課題の設定方法にっいては,生 徒 は 「先生が設定」す ることを望み,教 師は 「生
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徒 と教師が一緒になって設定」す ることを

あげている。結果全体か ら,生 徒 は教師 に

よる設定を期待 していることがうかがえる。

また,学 習課題設定のため活用する情報は,

生徒 は 「教師の助言」74.1%,「 部員や友人

に聞 く」64.2%を あげ,教 師は「各種 プ リン

トや専門書の活用」84.0%,「 教師の助言」8

0.1%を あげて いる。 この ことか ら生徒 は

課題設定の方法 として他者か ら教 えて もら

うという安易な方法を望んでおり,自 主的 ・

主体的に学習に取 り組 ませ るためにはオ リ

エンテーションを重視 していくことが必要

と考え られる。

オ

撒

融

脇

鰍

敏

徴

倣

映

姻2,グ ループ繊 準

倣

鰍

獄

鰍

甑

歌

歌

働

慨

暁

口 纐蔭国 生徒

{図3,臨 こ話用する0の

1

1

一

一

一

一

一

-「

■「隅』駕
1甑1零

一 ・ea
.zx・ 一一

蒸零 "砥 鈎 適{:
欲

:縢:

伽 鵬 輔騨 鞠 罐燃唱 鵬

z纈 師 圓 生縫

選択制授業 において学習 ノー トを 「十分活用 している」 と回答 した教師は4割 である。

また,「 学習 ノー トの内容 にっいてどのような項目が必要 か」 という問いに対 して,「 対

戦表」「チームの目標」「個人の目標」「チームの反省」「個人の反省」「教師の助言」「生

徒同士 の助言」「練習計画」「授業内容」のすべてに生徒 は,「 どち らともいえない」 の

割合が高かった。教師は全項目にっいて必要 と回答 している。 これは生徒 は学習 ノー ト

の必要性 は感 じているものの,実 際に学習ノー トを使用 したことが無い生徒が多いこと

を示 している。 したが って,学 習 ノー トその ものを見直す とともにノー トの活用 の仕方

を工夫 し,積 極的に授業に活用 してい くことが必要 と考え られる。

カ 「授業にお いて,ど のよ うな点 を評価

しますか」とい う問 に対 して 「ま じめに

一生懸命取 り組んでいる」が生徒..%
,

教師85.7%,次 いで 「技能 の向上 」生徒

81.7%,教 師53.2%を あ げて いる。す な

わち,生 徒 と教師 ともに授業への取 り組

み方や技能の向上 の度合を,評 価 の観点

と して重視 していると考え られる。

働

歌

脇

欲

鰍

織

"

瓢

勘

獄

麟

姻4癖職

Zo師 国 生縫
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キ 教師 は,ど の よ うな ときに授業 が うま

くいったと感 じるか とい うと 「生徒 が 自主

的,意 欲的に学 習課題 に そって活動 してい

るとき」95.0%,「 生徒が授業 に満足 し次回

を楽 しみに して いるとき」90.0%を あげて

いる。 この ことか ら自主的,意 欲 的な授業

を展開す るために教師 としては,学 習 資料

や グループノー ト等 を工夫 し,十 分活用 さ

鰍

鱗

鰍

撒

鰍

敬

"

敏

歌

欺

欧

(図5)授 蟻がうYくいったとDEL'boi

せ,生 徒に適時,適 切 な助言を与え るなど学習活動を支援 してい く必要がある。

以上が結果 と考察であるが調査校中で選択制の授業を取 り入れているのは65%で あり,

この調査に関 しては,生 徒 も教師 も選択制授業を実際には未経験で回答 してい るものも含

まれている。 したがって質問項 目によっては回答者 の意図が十分反映できなか ったと思わ

れ るが,全 体の傾向 はっかめたといえる。

調査全体を通 して,教 師に授業展開を依存す る傾向にある生徒 と,生 徒 の自主性 を大事

にして,で きるだけ生徒主体の学習活動 の展開を期待 している教師 との意識の差がみ られ

た。これは,面 倒 な ものをいやがる生徒の気質 とも考え られるが,生 徒が自主的 ・主体的

に学習活動を行 うという,選 択制授業の経験やイメー ジが少な く,従 前通 りの教師主体の

授業形態の感覚か ら抜 け出せない ものと考え られる。 したがって,オ リエ ンテーションや

普段の授業を通 して教科体育の目標やね らい,新 しい学力観 と評価観等にっいて十分に理

解を深めさせ生徒の意識改革を行 うことが必要 と思 われる。

4.指 導計画

(1)指 導の方針

ア バ レーボールの特性を理解 させ,練 習 ・ゲームを通 して技能の向上を図 るとともにバ

レーボールの楽 しさにふれ られるよう配慮 した。

イ 生徒やチームが適切 な課題をもち,学 習資料 ・学習 ノー トを活用 しなが ら学習計画を

立案 し,自 主的 ・計画的な学習が行えるように した。

ウ 自他 の健康 ・安全 に留意 し,互 いに協力 して学習できるよ うに した。

② 指導の工夫

ア オ リエ ンテー ションの重視
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自ら選 び,自 ら学ぶとい う選択制授業のね らいを十分に理解 させるために,オ リエン

テーションに3時 闇 をあて充実 させた。特 に3時 間 目は,試 しのゲームを実施 し,適 切

な個人及びチームの課題の発見や,今 後の学習計画の立て方 ・進め方の参考 とさせた。

イ チーム編成の工夫

練習およびゲームを円滑に楽 しく行わせるために,各 チームの戦力が均一になるよう

に適時 ・適切 な教師の助言 のもとに生徒の話 し合いを中心 にチーム編成 した。

ウ 指導計画の工夫

「今 もっている技能でゲームを楽 しむ」段階か ら 「高 まった技能に応 じて作戦を立て,

チームの特性や自己の役割 を生か してゲームを楽 しむ」段階へと学習するね らいを明確

に し,個 人 とチームの実態に応 じて適切な学習課題 を設定できるようにした。

エ ゲームの重視

毎時間ゲームを通 じて,バ レーボールの楽 しさにふれさせるとともに,個 人及びチー

ムの課題や学習方法を選択 し,学 習計画を立案す る際にゲームを役立 たせた。

オ 学習資料の有効 な活用

参考 となる学習資料を準備 し,学 習計画を作成す る際や学習活動を効果的かつ円滑に

行 うために十分活用させた。

力 学習ノー トの活用

「計画(PIan)一 実施(Do)一 評価(See)」 の一連の学習活動が自主的 ・

主体的に行え るように,学 習 ノー トの充実を図 った。

キ チェックシー トの活用

試 しのゲーム及び中間まとめにおいて,チ ェックシー トを利用 して選択制授業 の趣 旨

が理解 されているか,自 主的 ・計画的に学習が進 められているか どうかを確認 させた。

さらに自己の技能やチームの活動状況を正確 に把握させ,次 の段階の学習課題の設定 に

生かせ るように した。

㈲ 単元計画

今回は第3学 年男女75名 中バ レーボール選択者19名(男 子13名,女 子6名)を 対象に20

時間を配当 した。 また,ゲ ームを行 う際にルールを工夫 し,男 女が共に意欲的に学習でき

るように配慮 した。
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オ リエ ンテー シ ョン ・ね らい1・ 中間 ま とめ ・ね らいII・ 最終 ま とめ の指 導計 画

段 時 生 徒 教 師
ね ら い 評 価

階 間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

①選択制授業の趣旨 ・概要 ・選択制授業の趣 ・選択制授業のね らいと学習の進め方 を

の理解 旨,概 要が理解で 十分理解させる
選択制授業の ②授業の進め方の理解 きたか ・学習資料,学 習 ノー トの効果的 な活用

趣旨と進め方 ③学習資料の効果的な活用 ・学習の進め方が 方法を理解させる
オ

を理解 し,学 の仕方の理解 理解できたか ・適切な種目を選択 させ,チ ーム編成,

リ
2

習計画立案の ④学習ノー トの活用方法 と ・学習資料 ,学 習 役割を決めさせる

工 ための課題の 評価 にっいての理解 ノー トの 活 用 の仕 ・チ ー ム編 成 にっ い て は,各 チ ー ムの 戦

設定の仕方を ⑤選択種目希望調査の記入 方が理解できたか 力が均等になるよ うに生徒に話 し合い
ン 理解する ⑥学習計画の作成の仕方の ・適切な選択及び で決めさせ る

テ 理解 チーム編成が話 し

⑦チーム編成,役 割分担 合いで行われたか
1

⑧次時の試 しのゲーム確認
シ

ョ 試 しの ゲ ー ム ①試 しのゲーム ・試 しの ゲ ー ム の ・試 しのゲームの結果を自己評価させ,

の結果から, ② チ ェ ッ ク シー トに よ る学 結果を正 しく自己 学習課題と学習方法を見いださせる
ン

1 単元の学習計 習課題の発見 評価 し,課題にそっ ・課題意識を もって学習を進めるように

画を立てる ③学習 ノー トの具体的記入 た学習計画が立案 指導,助 言を適切に行 う

(学習計画立案,作 成) できたか
の仕方の理解

選択制授業の ①本時の学習計画の作成 ・本時の学習計画 ・指導助言を適切に行い,計 画に沿 った

学習方法に慣 ②試合の方法 ・ルールの話 が適切であったか 活動をさせる
ね れると同時に し合い ・試 合の方 法 ・ルー ・ゲ ーム を楽 しめ るよ う技 能 レベ ルに 合 っ

個人及 びチー ③学習計画に基づく自主的 ルは適切であった たルールを工夫させる
ら 5 ムの課題に基 な活動 か ・チーム毎に活動が円滑に進 むように指

ついた効果的 ④チーム毎の評価 ・チ ー ム毎 に 活 動 導する
い な練習を実践 ⑤チーム毎に施設や用具の が計画通り進めら ・本時の評価を積極的に行わせ,個 人及

す る 片付け れたか びチームの次時の課題を見いださせる
1 ・次時の学習課題

が見いだせたか

中
間
ま 1

選択制授業の
進め方や学習
活動を評価 し

①チェックシー トを利用 し
た学習活動の評価

②今後の学習計画の再検討

・チェックシー ト

や話 し合いの結果
を今後の学習計画

・チェックシー トの評価をもとに,話 し
合いの場で得た意見を参考 に学習活動
の再検討を行わせる

と 計画の再検討 ③新たな学習課題の設定 にどのように生か ・意見交換を積極的に行わせ,学 習活動

め を行 う ④学習計画に基づく自主的 しているか の再検討を行わせる

な活動
}

中間まとめで ①新たな学習課題に基づく ・各 チ ー ム が 課 題 ・活動中の指導,助 言を適切に行い,新

ね の評価を生か 自主的学習活動 解決を図 るために たな課題に挑戦 させたり,練 習方法を

し,よ り高 い ②チーム毎の評価 自主的 ・主体的に 工夫させることにより意欲的に課題に
ら 10 レベルの課題 ③チーム毎に施設や用具の 活動できたか 取 り組 ませる
い を設定 し,そ 片付け ・学習計画 ・学習 ・チーム毎に活動が円滑 に進むように指

II
の解決のため 方法が適切であっ 導する
に効果的な練 たか ・次時の課題が適切に見 いだせるように

習を実践する 評価内容等にっいて助言する

・ゲ ー ム を 通 じ, ・チーム毎にまとめ と評価を行 う

最
単元のまとめ
と評価を行 う

①学習 ノー トの整理
② 自己評価 ・相互評価

バ レーボールの楽

しさに触れ られた

・学習ノー トをもとにして十分な話 し合

いをさせる

終 ③ チーム毎の学習全体のま
とめ

か
・技能が向上 した

・正 しく自己評価 ・相互評価ができるよ

うに助言す る

ま 1 ④感想文 か
・チ ー ム毎 に学 習

と 活動が協力してで
きたか

め ・継続的に運動を

実践する意欲 ・能
力が身に付いたか
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5.指 導事例(実 証授業)

単元名 バ レ ー ボ ー ル 配当時間 二20時間中1時 間 目 学級:第3学 年1・2組 男女75名

◎ オ リエ ンテ ー シ ョ ン1

本時の ・選択制授業の趣 旨,概 要を理解する。

ね らい ・種 目,チ ーム毎に学習する内容 ・方法を理解する。

・選択希望調査を行 う。

施 設 ・体育館 ・学習 ノー ト ・希望調査票

用 具 ・学習資料 ・参考資料(プ リント1枚)

段 時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集 合 ・体育 の新 しい方向 と選択制授 ・分か りやす く説明 し.選 択制授業を

導 10 ・挨 拶 業について理解する。 十分に理解させる。

入 分 ・出欠調査 ・参考資料(プ リント)を参照させる。

・本時の説明

・選択制授業の趣 旨,概 ・個 人 や チ ー ム で 課 題 を も ち, ・選択制授業のねらいを十分理解させ

要説明 自主的,主 体的に学習を進 め る 。

ていく授業の全体像を理解す ・生徒が自ら種 目を選び,学 ぶ。それ

5 る 。 を教師が支援することを生徒に理解

展
分 ・学習の流れ 「計画(Plan)実

さ せ る。

施(Do)評 価(See)」 を 理 解

す る。

・授業の進め方 ・グル ー プ毎 に 集 合 し,出 欠 ・ ・生徒が主体的に取 り組めるように具

10
調査,本 時の活動内容の確認,

施設 ・用具の準備,準 備運動,

体的に流れをイメージさせ,授 業の

進め方を十分理解 させる。

分 主運動,整 理運動 。まとめ, ・意欲的,積 極的に取 り組む ことを強

片付けという授業の流れを理 調 す る 。

解 す る。

・学 習 資料 ,学 習 ノ ー ト ・学 習 ノ ー ト,学 習 資 料 の 効 果 ・学 習 ノ ー ト,学 習 資料 を参 照 させ る。

の効果的な活用方法と 的な活用方法を理解する。 ・適切な課題の発見,学 習 ノー トを利

開 10 評価 ・個人 やチームの課題を見いだ 用 した自己評価にっいて理解させる。

分
すための自己評価を理解す る。

・課題解決のために学習資料 を

・評価 と評定の違いを理解させる。

・自分たちに適 した練習方法を見いだ

積極的に活用することを理解 し実践することを理解させる。

す る。

io
・選択種 目希望調査 ・実施種 目の選択肢の中か ら,

各自の興味,関 心,能 力,適

・生徒が主体的に慎重に,適 切な種目

を選択するように指導する。

分 性に応 じて種目を選択する。 。一人一人 こまめに助言するよう,心

・希望調査票に記入する。 が け る。

整 5

・次回の学習 の進め方 に

ついて

・次回 は各種 目毎に別れてチー

ム編成,役 割分担,学 習計画

・次回は,自 分たちの能力に応 じて適

切 な学習計画を立てることを理解 さ

理 分
・挨 拶

・解 散

を立てることを理解する。 せ る。
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単元名 バ レー ボ ー ル 配当時間:20時 間申2時 間目 学級:第3学 年1・2組 男女75名

◎ オ リエ ン テ ー シ ョ ンII(内)バ レー ボ ー ル選 択 者19名

本時の ・学習計画の作成の仕方を理解する
。(男 子13名,女 子6名)

ねらい ・チーム編成と役割分担

・次回の学習計画を実際に立て る
。

施 設

用 具

・体 育 館(バ レー コー ト1面)・ 参 考 資 料(プ リン ト1枚)

・学 習 資料

・学 習 ノー ト

段 時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集 合 ・本時は学習計画の作成の仕方 ・前時の復習をし,選 択制授業につい

導 10 ・挨 拶 を学 び,実 際 にチーム毎に役 てさらに理解を深めさせる。

入 分 ・出欠調査 割分担をし学習計画を立てる
・本時の説明 ことを理解す る。

・学習計画の作成の仕方 ・単元の目標を受 けて個人やチー ・選択制授業は,個 人 とチームがそれ

について ムの課題 を決める。 それ課題を設定 し,自 主的,主 体的
・学習課題を解決 し,学 習を進 に学習活動を行うことが必要である

め て 行 く た め に オ リエ ンテ ー ことと,そ のために適切な学習計画

展 ション等をのぞ く17時 間の全 を立てることが大切であることを理

20 体計画を立案することを理解 解 さ せ る。

す る 。 ・見通 しのある全体計画を立てること

分 ・全体計画に即 して,毎 時間 ご の大切さを理解させる。

との個人やチームの学習計画

を立てることを理解する。
・毎 時 間 ,ゲ ー ム を 行 う こ と の ・今 ,持 っ て い る力 で ゲ ー ム を 楽 しみ

意義を理解する。 学習資料か ら適切な練習方法,ル ー
・学習計画を作成 する際,学 習 ルやゲームの運営方法を選び,工 夫

資料(配 布 した資料),そ の他 す ることの必要性を理解させる。

の参考書やVTR等 を十分に

活用することを理解する。

開
・チーム編成 と役割分担 ・1チ ー ム が6～10人 に な る よ ・各チームの総合力が均等になるにう

うに,ま た,チ ー ム の 総 合 力 に指導 し,生 徒たちが話 し合いで決

が均等 にな るよ うにチーム編 めるように配慮する。

15 成する。

分 ・チ ー ム 内 に 班 長1名 ,副 班 長 ・役割分担 も話 し合いで決めさせ る。

1名,出 欠係1名,体 操係1

名,用 具係1名 を決める。
・学習 ノー トの必要箇所 を記入 ・学習資料を参考 にさせる。

す る。

・次回の説明 ・次回は,実 際に自分たちの実 ・次回は,自 分たちの能力に応 じた学

整
5

力を知 るために,試 しのゲー 習課題の設定のために,実 際にゲー

理
分

・挨 拶

・解 散

ムを行 うことを理解する。 ムを行 うことを理解させ,準 備等の

指示を与える。学習 ノー トも提出さ

せ る 。
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単元名 バ レ ー ボ ー ル 配当時間:20時 間中3時 間目 学級:第3学 年1・2組 男女75名

◎ オ リエ ンテ ー シ ョ ン皿(内)バ レー ボ ー ル 選 択 者19名

本時の
・練習計画立案のための試 しのゲームを行 う。(男 子13名 ,女 子6名)

ねらい ・チ ー ム毎 に ゲ ー ム の反 省 を 行 い,個 人 や チ ー ム の課 題 を 見 い だ す 。

・安全面に留意 して,チ ーム全員で協力 して活動する態度を養 う。

・体 育 館(バ レ ー コ ー ト1面)・ ボ ー ル ・ホイ ッ ス ル

施 設 ・学 習 資料 ・ネ ッ ト ・ラィ ンズ マ ンフ ラ ッ グ

用 具 ・学 習 ノ ー ト ・得 点 板 ・チ ェ ッ ク シ ー ト

段 時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・集 合 ・チーム毎に集合 し出欠 を確認 ・協力 して速やかに行わせる。

導 io ・挨 拶 し,コ ー トや用具の準備 を行 。用具を丁寧に扱わせる。

。出欠調査 う 。 ・準備運動 は十分に行わせ る。

入 分 ・コ ー ト ・用 具 の 準 備 ・チーム毎 に体操係 により準備 ・ボ ー ル を 使 って の ウ ォ ー ミ ング ア ッ

・準備運動 運動を行う。 プも取 り入れさせる。
・安全に留意 して活動する。

・試 しの ゲ ー ム ・チームの課題を見いだすため ・ゲームの運営は全員で協力させ,円

の ゲ ー ム を行 う。 滑に行わせる。
。審 判 ,ラ イ ン ズ マ ン も 自分 た ち で 行

25 う 。

展 ・あ らか じめ決めておいた組み ・試合は15点先取 または10分間で行

分 合わせでゲームを行 う。 う 。

・ゲ ー ム を通 して,自 己 及 び チ ー ムの

課題を見いだす ことを理解 させる。

・チ ェ ッ ク シ ー トの 記 入 ・課題を見いだすたあにあ らか ・各チーム話 し合いをさせながら,正
5

じめ 用 意 さ れ た チ ェ ッ ク シ ー 確 に チ ェ ック シー トに記 入 させ る 。

分
トに記入する。 ・チ ェ ッ ク シ ー トを 活 用 させ て,チ ー

ム の課 題 を 見 い だ させ る 。

開 ・チ ー ム毎 に 学 習 ノ ー ト ・学 習 ノ ー トの 記 入 。 ・試 しのゲームの結果を自己評価させ

の記入 ・ゲ ー ム を 通 し て 明 らか に な っ 学習課題と学習方法を見いださせる。

5 た個人及 びチームの問題点 を
・学習計画の作成 話 し合 い課題を設定 し,学 習 ・チ ー ム を 巡 回 し なが ら,話 し合 い の

分 計画を立てる。 内容を把握 し,課 題意識を もって学
・本 時 の 活 動 や ミー テ ィ ン グ の 習を進あるよう指導助言を与える。

内容 にっいての指導,助 言を

受 け る。

・次回の授業の進 め方 に ・次回か ら,本 時に学習 したこ ・自分たちの能力に応 じた,学 習課題

ついて とを生かして適切な学習計画 を設定することの大切さを理解 させ

整
5

を立て,自 主的,主 体的 に学 る 。

習を進めていくことを理解する。

分
・学習 ノー トの記入者を確認す ・学習 ノー トの提出期限を守 るよ うに

理 る 。 させ る 。

・片付け ・チ ー ム 毎 に コ ー トや 用 具 の 片 ・安全に協力 して行わせる。

・挨 拶 ,解 散 付けを行 う。
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6.指 導結果とその考察

仮説 を検証す るため,実 証授業後,授 業 を受けた生徒を対象にアンケー ト調査を行 った。

その結果 と考察を以下 に示す。

対象 都立高等学校 冒1校19名(3学 年 男子12名,女 子7名)

ア バ レーボールの授業に対 して 「楽 しく意欲的に参加で きた」と回答 している生徒 は94.7

%で あった。このことか ら今回は生徒の希望を生か し,男 女別 にチームを編成 し,ゲ ーム

も男子チームと女子 チームが対戦す ることがあったが,ル ールを工夫することによ りほと

んどの生徒が楽 しく意欲的に学習で きたと考え る。

イ 学習 ノー トの活用については 「授業 を進 める上 で役立 った」94.7%,「 全体 的 に書 く量

は適切だ った」89.4%,「 授業後反省,感 想 の欄は授業を振 り返 るのに役立 った」89.4%

で,い ずれ も高 い数値 を示 し,学 習 ノー トの役割を評価 している。

ウ 自己評価,チ ーム評価にっいては 「次の課題 の設定に役立 った」84.2%,「 自分 の参加

の様子がわか ってよか った」89。5%と いう意見が多 く,内 容的にも適切であったといえる。

工 学習資料 については 「学習課題 の設定に参考にな った」94.7%,「 技 能を習得す るのに

参考 になった」94.7%,「 今後 も,こ ういった学習資料 はあった方 がよ い」94.7%が 回答

しており好評であった。

オ ゲームの重視については 「毎回ゲームを中心にで きて良かった」と回答 した生徒 は94.8

%で 毎時間行 うゲームを通 じて,バ レーボールの楽 しさにふれさせることがで きた。

力 学習課題の達成 にっいては 「良 くで きた」21.1%,「 まあまあで きた」78.9%が 回答 し

ており,ほ とん どの生徒が概ね課題を達成で きた ものと考え られ る。

キ オ リエ ンテーションの中で 「試 しのゲーム」を行 ったが 「自分達で学習課題を決め るこ

とができた」94。7%,「 計画通 りに学習することがで きた」94.7%が 回答 してお り課題 の

発見や,学 習計画 の立て方,進 め方 の参考 となった。

以上 の ことか ら,オ リエンテーションを重視 し,個 人やチームの特性に応 じた学習課題

を設定 し,学 習資料や学習 ノー トを効果的に活用 しなが ら学習計画を立案す ることによっ

て,学 習課題の解決,達 成がで きた。その結果,楽 しく意欲的に学習で きる能力 ・態度 を

培 うことがで きたと考 える。
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7ま とめと今後の課題

(1)ま とめ

ア オ リエンテー ションを重視す ることで,選 択制授業 の意義 やね らいにっいて生徒の理

解の徹底 を図 った。 しか し,選 択制 とい う授業形態の経験が不十分なため,オ リエンテー

ションの段階では,全 員が十分に理解するまでには至 らなか った。実際に,学 習活動が

始まり学習 ノー トを利用 し,学 習計画を立て実践 してい くうちに,選 択制授業に対す る

理解が深まっていった。

イ 試 しのゲームは,個 人やチームの学習課題 を設定 し学習活動 を計画 ・実践す るために

十分役だ った。

ウ チーム編成にっいては,生 徒 の希望 を生か し,男 子チームと女子 チームに編成 したが,

ゲームのルールを工夫 させ ることにより学習を楽 しく意欲的に進めることがで きた。

エ ゲーム主体の学習展開 は,バ レーボールの楽 しさにふれなが ら,ゲ ーム内容を毎時間

検討す ることで,個 人やチームの学習課題の設定,学 習活動 の計画 ・実施 ・評価 とい う

学習展開の質的向上を図るのに役立 った。また,ル ール ・審判法 ・試合運営方法を十分

理解 し,学 習意欲を高め,意 欲的 に学習活動を行 う態度を養 うことがで きた。

オ 学習資料 ・学習ノー トの活用 は,学 習課題 の設定や学習活動の計画 ・実践 に役立 ち,

自主的 ・主体的な学習を促す ことにっなが った。また,教 師の指導助言により学習ノー

トの内容の充実がみ られ,そ れに ともない学習活動 の質的向上が認め られた。

力 学習ノー トの中の自己評価やチーム内の評価に加 え,オ リエンテーション ・中間まと

めの段階で実施 したチェックシー トは,個 人やチームの学習課題を再検討 し,よ り適切

な学習計画 の立案 ・実践に役立 った。

以上の事か ら,仮 説を検証することがで きた。

(2)今 後の課題

ア オ リエンテー ションで ビデオ等を活用 し,言 葉や文字だけでなく映像 も利用 して選択

制授業の趣旨や進 め方にっいて理解 の徹底を工夫する。

イ 選択制授業の趣旨を徹底をさせるため,単 年度ではな く3年 間を見通 した段階的な選

択制授業の年間計画を作成する。

ウ 生徒に対する事前 ・事後の指導,授 業中の指導に対する組織的な取 り組みを工夫する。

工 生徒の実態に合わせた学習 ノー トや学習資料の内容や活用にっいてさらに工夫をする。

オ 評価 ・評定のあり方の検討をす る。
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